
 

                数学科学習指導案 

                                平成２６年 ６月１７日 

                                学  級  ２ 年 A  組   

                                指 導 者  斎 藤 憲 一 

                                      雨 貝 次 郎 

                                指導場所 ２年 A 組教室 

１ 研究主題   

２ 題材名 課題学習「直線による平面の分割」 

３ 題材について 

（１）題材の概要について  

 この題材は、直線によって分割される平面のすべての場合をかき、交点の数と分けられる平面の数   

 の関係を発見させたり、分けられる平面が最大になる場合を考えさせる過程で、直線の引き方や表を

作る活動から規則性を発見させたりと、多様な見方や考え方ができる題材である。今回の授業では、

３つのことについてポイントを絞り展開していく。 

（Ⅰ）直線の数と分割される平面の数の関係を調べる。 

（Ⅱ）交点の数と分割される平面の数の関係を調べる。 

（Ⅲ）直線と交点の関係に気づく。 

   最初に、５つの直線によって分割された平面の図を提示し、直線と分割される平面の関係を調べ

ていくことを確認する。 

（２）学習指導要領との関わり 

 数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、

数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学

的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を

育てる。 

今回の全面改訂では、「事象を数理的に考察し能力を表現する能力を高める」という「表現する

能力」という文言が付け加えられた。数学科における、「思考力」と「表現力」は互いに補完し合

う関係にあるといえる。思考しながら表現することで考えがより整理され深まったりし、また、表

現しながら思考することで誤りに気付いたりよりよい考えや方法を見出すことができる。「思考力」

と「表現力」が互いに作用しながら、「判断力」が培われ、論理的に考える道筋を作っていくもの

と考える。したがって、この３つの力は切り離せないものであり、活用できる「思考力・判断力・

表現力」を育てるためには、「自分なりの考えを持たせること」と「その考えを表す様々な表現方

法を身に付けさせ、使いこなせるようにすること」「活用の仕方を教えること」が重要であると考

える。「自分なりの考えを持たせること」では、最初に５つの直線によって分割された図を示した

とき、どのように考えればよいか見通しを持たせることが必要である。直線が０の場合、直線が１

本の場合・・・と直線の数を増やしていくなかで、①考えやすい直線の数で考える。②分類整理を

行う。（平行な場合、すべての直線が交わる場合、平行線に直線が交わる場合、１点で交わる場合）

③帰納的に考える（平行な場合）④類推して考える（平行な場合から、直線がすべて交わる場合を

推測する）⑤演繹的に考える（平行な場合とすべて交わる場合から、（Ⅲ）直線と交点の関係を説

明する。）「その考えを表す様々な表現方法を身に付けさせ、使いこなせるようにすること」「活用

の仕方を教えること」については、直線の数を増やす過程で、直線の数と平面の数の「表」をつく

り、表から「式」に表す考えを身に付けさせたい。 



（３）千葉市学校教育の課題から 

  数学的活動を通して、基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・表現力の育成に努めると

ともに、数学の有用性やよさを実感し、進んで日常生活や学習に活用する力や態度をはぐくむため

の授業の改善を図る。 

① 子どもたちが目標（ねらい）をもって学習活動を行うために 

② 思考力・判断力・表現力等を育むために（言語活動を通して） 

① 「子どもたちが目標（ねらい）をもって学習活動を行うために」については、最初に５本の直 

線によって分割される平面の図を示し、直線と分割される平面の関係の解決方法を考えさせ、見通

しを持たせ筋道を立てて考えることで、自力解決、比較・検討、練り上げ、まとめの学習過程を大

切にした授業実践できると考える。 

② 「思考力・判断力・表現力等を育むために（言語活動を通して）」については、数・式・グラ 

フ・表・図などで表すことと、それを説明するための言葉などをすべて表現と捉え、ここでは、図・  

表・式で説明することで、思考を整理したり深めたいと考える。また、グループ学習を取り入れ、

教え合い、学びあいが活発に行えるような発問、板書を工夫し、（Ⅰ）分割される平面と直線の関

係と（Ⅱ）分割される平面と交点の関係から（Ⅲ）直線と交点の関係を導く。その際のキーワード

を教え、考え方の拠り所や説明のヒントを与える。 

 

（４）研究仮説との関わり 

   研究仮説の（１）「各単元において到達すべき目標を明確にするとともに、既習事項を振り返り、

それを活用する学習を取り入れることで、基礎基本が定着するだろう」について検証したい。 

  この場合、到達すべき目標は、（Ⅰ）直線の数と分割される平面の数の関係、（Ⅱ）交点の数と分

割される平面の数の関係、（Ⅲ）直線と交点の関係であり、既習事項は、①考えやすい数または

場合で考える。②関係を考えるときは表をつくる。③先を予想する。であり、基礎基本は表で考

えることである。 

 

（５）学級の実態 

   素直な生徒が多く、与えられた課題に対して一生懸命に取り組む。生活面においても特に問題

はなく落ち着いた生活ができており、学習を行う環境としては良い状態にあると言える。しかし、

一小一中という学区で生徒数も少ないため９年間同一クラス同一メンバーであり、競争心や向上

心は低い傾向にある。学習に対する意欲も低く、基礎的・基本的な学力の不足や継続的な学習が

習慣化されていないこともあり、発展的な学習へ結びつけていくことが困難な状況にある。準備

テストから、直線と分割される平面の表を作成し特徴をつかみ、式を作ることは可能であると考

える。今回の授業では、見通しを持って考えさせながら、課題解決のために方法や手順を確認す

ることで、数学のよさを実感し、既習事項を進んで活用する態度を育てたい。 

 

４ 指導計画（２時間）   

 （１）課題学習「直線による平面の分割」（本時１／２） 

 （２）課題学習「直線によって分割される最大平面の求め方」（確率終了後） 

５ 授業を見る視点 

➀見通しを立てて考えることができる。 

➁（Ⅰ）分割される平面と直線の関係と（Ⅱ）分割される平面と交点の関係の考察から（Ⅲ）直線と 

交点の関係に気づくことができる。 



６ 本時の指導   

（１） 本時の目標 

① 直線の数と分割される平面の数の関係を理解でできる。（数学的な考え方）（Ⅰ） 

② 交点の数と分割される平面の数の関係を理解できる。（数学的な考え方） （Ⅱ） 

③ 直線と交点の関係に気づくことができる。（数学的な考え方）（Ⅲ） 

 （２）展開 

過程 時配  学習内容と活動 教師の指導・支援 評価 

導入  

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 分 

１ 学習課題の提示。 

➀直線の数と分割される平面の数の関係を調べる。 

②交点の数と分割される平面の数の関係を調べる。 

③直線と交点の関係を調べる。 

（Ⅰ）直線と分割される平面 （Ⅱ）交点と分割される平面                           

①       

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

 
 

②  ③    ④ 

 

①  ⑭ ⑮  ⑤ 

    ⑯     

⑩  ⑪⑫ ⑬  ⑥  

⑨ ⑧  ⑦ 

 

２ 見通しを立てる 

○直線の数と分割される平面の

数の関係を調べるにはどうすれ

ばよいか考える。 

・少ない直線の数で考える 

・直線を０、１，２、・・本と増 

やしながら考える。 

・表を活用して調べる。 

３ 直線の数と分割される平面

の数の関係を考える。 

ⅰ）直線が０の場合 

① 

ⅱ）直線が１の場合 

①  

②  

○何か気ついたことがないか考

える。 

ⅲ）直線が２本の場合 

①  

②  

③  

・直線の位置関係を考えさ

せる。 

・（Ⅰ）と（Ⅱ）の映像を見

せる。 

・５本の直線は考えづらい 

ことを確認する 

・考えやすい数は何本か確 

認する。 

・平行な場合のみで考えさ 

せる。 

 

 

 

 

 

 

・気付いたことがなければ 

直線が２本の場合を書かせ 

る。（直線が１本増えると平

面が１つ増える） 

 

 

 

○見通しが立 

てられたか 

・少ない直背

の数で考える 

・直線を０、 

１本、２本、 

・・と増やし

ていくことに

きづく。 

（考え方） 



Ⅳ）直線が３本の場合  

①  

②  

③ 

④ 

ⅴ）直線が４本の場合 

➀ 

➁ 

③ 

④  

⑤  

Ⅵ）直線が５本の場合 

① 

② 

③  

④  

⑤ 

⑥ 

○分割される平面と直線の関係 

について考える。 

・表をつくる 

直線の数 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

分割平面

の数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

・直線が１本増えると平面が１

つ増える。 

・(平面の数)＝(直線の数)＋１ 

 

４ 交点と分割される平面の数

の関係を考える。 

○直線が４本の場合で直線が交

わる場合をすべて考える。 

ⅰ）交点が３つ 

（３直線が平行） 

①  ⑤  

②  ⑥  

③  ⑦  

④  ⑧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・５本までの直線で考えさ

せる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関係を調べるには何を使

えばよいか考えさせる。 

 

 

・今日の授業のキーワード 

であることを確認する。 

 

 

 

 

 

・場合分けの考え方を指示 

する。 

･平行線を減らしながら考 

させる。 

 

・ⅰ）の図を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表に気づい

たか（基礎基

本） 

◎分割される

平面の数と直

線の数の関係

を理解できる 

（考え方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）交点が４つ  

（２組の直線が平行）     

①  

        

④   ⑦ 

 

②  

 

⑤ ⑧ 

③         ⑥ ⑨ 

 

ⅲ）交点が５つ 

（２直線が平行） 

①  ④     ⑧ 

 

②   ⑤    ⑨ 

    ⑥ 

③   ⑦    ⑩ 

 

Ⅳ）交点が６つ 

（すべての直線が交わる） 

 

①    ④  ⑦  ⑨ 

②     ⑤⑧   ⑩ 

  ③ 

     ⑥ ⑪ 

ただし次の場合は除く 

ⅴ）直線が１点で交わる 

 

①    ③ ⑤   ⑥ 

 

②  

  ④  ⑦   ⑧ 

 

○交点の数と分割される平面と

の数の関係について考える。 

・直線が４本の場合 

交点の数 ３ ４ ５ ６ 

分割平面

の数 

８ ９ 10 11 

 

・できた班は黒板に図を貼

らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ⅴ）交点が１つの場合は 

後で考える。 

 

 

 

 

・２つの表と式を比較させ 

る。 

・前の考え方を参考にさせ 

る。 

・直線の数を入れさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表をつくれ

たか（基礎基

本） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

・平面の数＝（直線の数）＋ 

      （交点の数）＋１ 

・交点が１つ増えると平面の数

が１つ増える。 

 

 

 

 

５ 直線と交点の関係について

考える。 

 

 

 

 

４ 今日の授業のまとめをする 

・（Ⅱ）を別の図に変える。 

・ⅴ）交点が１つの場合につい 

て考える。 

 

５ 次時の予告をする。 

（最大平面の数）       

・交点の数が０の場合を考 

えさせる。 

・（Ⅱ）の図を式で確認する。 

（直線５、交点１０） 

平面の数＝５＋１０＋１ 

＝１６ 

 

 

 

・２つの表の共通部分に注

目させる。 

・直線が動く様子を見なが 

ら考えさせる。 

 

 

・時間がなければ、Ⅰ、Ⅱ 

Ⅲのまとめを確認する。 

◎分割される

平面の数と交

点の数の関係

を理解でき。 

（考え方） 

 

 

 

 

◎直線と交点 

の関係に気づ 

くことができ 

る。（考え方） 

 

 

 

 

   

 
≪座席表≫ 
                      

教 卓 
 

 
 

 
ＩＴ ◎ 
 

 
ＵＹ ○ 

 
ＳＳ ◎ 

 
ＡＭ ○ 

 
ＨＮ ◎ 

 
ＭＡ △ 

 
ＮＫ △ 
 

 
ＹＲ △ 

 
ＩＫ ◎ 

 
ＳＮ △ 

 
ＭＨ ○ 

 
ＳＹ ○ 

 
ＴＮ ◎ 
 

 
ＮＨ ◎ 

 
ＳＫ ◎ 

 
ＩＡ ○ 

 
ＵＫ ○ 

 
ＫＡ △ 

 
ＭＴ △ 
 

 
ＯＳ ◎ 

 
ＩＦ △ 

 
ＳＮ ○ 
 

 
ＩＡ △ 

 
ＴＫ ○ 

 
ＩＫ △ 
 

 
ＮＡ ○ 

 
ＷＡ △ 

 
ＫＭ △ 
          

 

ＦＴ ◎ 

  
ＹＹ ◎ 
 

 
ＴＲ ○ 

 
ＡＳ ◎ 

 
ＫＳ ○ 

 
 準備テストに対する評価   
 

◎正答率７０％以上   
○正答率４０以上～７０未満   
△正答率４０％未満 



直線による平面分割 ワークシート   番 氏名 

 課題 （Ⅰ）直線と直線によって分割される平面の数のと直線・交点の関係を調べよう。                      

 （Ⅰ）直線と分割される平面         （Ⅱ）交点と分割される平面 

①  ②      ③       ④ 

 

 

               ⑤ 

 

①     ⑮  ⑯ 

       

     ⑫ ⑬ ⑭ 

⑩   ⑪   ⑥              

⑨   ⑧   ⑦         

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

分割される平面の作図 （Ⅰ）直線の数と分割される平面の数の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ⅱ）交点の数と分割される平面の数の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（Ⅲ） 直線と交点の関係 

 

 

 

 

 

まとめ 使った考え方や方法 

Ⅰ 分割される平面と直線の関係 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 分割される直線と交点の関係 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 直線と交点の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


